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表
紙
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熊
本
市
内
を
走
る
市
電
の
新
型
車
両「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
」。
市
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
熊
本
城
が
背
後
に
見
え
る （
６
ペ
ー
ジ
参
照
）　　
　

  

撮
影
：
島
田
直
季
氏

今
年
９
月
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
登
録
へ「
長
崎
の

教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」の
推
薦
が
決
ま

り
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
も
、
そ
の
教
会
資
産
の

一
つ
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
よ
。

さ
て
、
そ
れ
は
な
ん
と
い
う
教
会
で
し
ょ
う
か
。

MLIT
QUIZ

本誌の掲載文で、意見を述べた部分については、執筆者の個人的見解であることをお断りいたします。また、本文記載記事の無断転載を禁じます。

H O T  N E W S ! !

国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
５
０ 

す
。
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、
そ
し
て
首

都
直
下
地
震
・
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
30

年
以
内
の
発
生
確
率
は
70
％
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
の
国
土
づ
く
り
を
考
え
る
に
当

た
っ
て
、巨
大
災
害
へ
の
対
応
を
考
慮
に
入
れ

な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

日
本
の
国
土
を
縦
横
１
㎞
の
メ
ッ
シ
ュ
に

切
っ
て
推
計
し
て
み
る
と
、
全
国
の
現
在
人

が
居
住
し
て
い
る
地
域
の
約
６
割
で
人
口
が

半
減
以
下
に
な
り
、ま
た
そ
の
３
分
の
１
、全

体
の
約
２
割
の
地
域
で
は
人
が
住
ま
な
く
な

る
…
今
回
の
調
査
で
現
れ
た
数
字
で
す
。

少
子
化
と
同
時
に
高
齢
化
も
進
み
、
地
方

圏
で
は
高
齢
人
口
は
２
０
２
５
年
を
ピ
ー
ク

に
減
り
始
め
ま
す
が
、
東
京
圏
は
２
０
５
０

年
ま
で
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
ま
す
。
大
都

市
と
地
方
で
の
病
院
・
介
護
施
設
・
福
祉
施

設
の
不
均
衡（
ミ
ス
マ
ッ
チ
）も
大
き
な
課
題

の
一
つ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

今
日
本
が
直
面
す
る

大
き
な「
危
機
」と
は
…

２
０
１
４
年
７
月
に「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
２
０
５
０
～
対
流
促
進
型
国
土

の
形
成
～
」を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

２
０
５
０
年
の
目
指
す
べ
き
国
土
の
姿
や
そ

の
た
め
の
国
土
づ
く
り
の
理
念
、
基
本
戦
略

な
ど
を
示
し
た
も
の
で
す
。

日
本
は
今
、
大
き
な
危
機
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
急
速
に
進
む
人
口
減
少
で
す
。

日
本
は
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少

局
面
に
入
り
ま
し
た
。
昨
年
の
合
計
特
殊
出

生
率
※
は
１・４
３
と
低
水
準
で
、
こ
の
ま
ま

推
移
す
れ
ば
２
０
５
０
年
に
は
人
口
が
１
億

人
を
割
り
込
み
、
約
９
７
０
０
万
人
に
な
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、人
口

の
地
域
的
な
偏
在
が
加
速
し
ま
す
。
特
に
人

口
減
少
の
著
し
い
地
方
部
で
は
、
若
年
人
口

の
減
少
に
よ
り
、
消
滅
す
る
自
治
体
が
数
多

く
発
生
す
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

ま
た
、
切
迫
す
る
巨
大
災
害
も
あ
り
ま

対
流
促
進
型
国
土
の
形
成

特 集

※合計特殊出生率…一人の女性が一生に産む子どもの平均数

気象衛星「ひまわり8号」の
打ち上げに成功しました！

平成26年10月7日、新しい気象衛
星である「ひまわり8号」が、鹿児島
県にある種子島宇宙センターから打
ち上げられました。これまでの気象
衛星と比べて観測機能が大幅に強化
され、台風や集中豪雨などの予測精
度の向上に役立つようになります。
今後、宇宙空間の軌道上でさまざま
な試験を行い、平成27年夏頃から
運用を開始する予定です

気象庁マスコットキャラクター
はれるん

小値賀町マスコットキャラクター
ちかまるくん（右）と はなちゃん（左）

「ひまわり８号」の打ち上げ
（画像提供：三菱重工業）

検 索検 索気象衛星観測について
http://www.jma-net.go.jp/sat/satellite/satellite.html

大成功！！この教会だよ!
10ページを
探して！！
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展
し
て
い
く
な
か
で
は
、
都
市
圏
を
つ
な
ぎ
、

よ
り
高
い
国
際
競
争
力
を
育
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
２
０
５
０
年
に
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
開
業
に
よ
り
東
京
圏
・
名
古
屋
圏
・

大
阪
圏
が
短
時
間
で
結
ば
れ
、
６
０
０
０
万

人
圏
と
い
う
世
界
最
大
の「
ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ

リ
ー
ジ
ョ
ン
」が
誕
生
す
る
こ
と
に
加
え
、
メ

ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
全
体
で
４
つ
の
国
際
空
港
、２

つ
の
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
が
共
有
さ
れ

ま
す
。

ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
世
界
か

ら
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
を
引
き
つ
け
、
世

界
を
先
導
す
る
国
際
経
済
戦
略
都
市
と
な

る
で
し
ょ
う
。
こ
の
波
及
効
果
は
日
本
各
地

に
広
が
り
ま
す
。
例
え
ば
、
筑
波
研
究
学

園
都
市
と
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
な
ど

知
の
創
発
拠
点
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
人
・

モ
ノ
・
情
報
の
高
密
度
な
連
携
を
促
進
し
た

り
、
リ
ニ
ア
中
間
駅
の
活
用
で
通
勤
圏
が
変

わ
り
、
高
度
な
都
市
生
活
と
大
自
然
に
囲
ま

れ
た
環
境
が
近
接
し
た
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
実
現
し
た
り
、
リ
ニ
ア
と
空
港
の
役

割
分
担
に
よ
り
国
際
空
港
と
し
て
の
活
用
が

広
が
る
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◦
日
本
海
・
太
平
洋
２
面
活
用
型
国
土

　
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
日
本
海
側
の

道
路・鉄
道・港
湾
な
ど
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。東

ア
ジ
ア
や
ロ
シ
ア

の
経
済
活
動
の

活
発
化
な
ど
、我

が
国
の
国
土
の

地
政
学
上
の
位

置
づ
け
の
変
化

も
踏
ま
え
、現
在

諸
機
能
が
集
中

し
て
い
る
太
平

洋
側
だ
け
で
な

く
、日
本
海
側
も

重
視
し
た
交
通

基
盤
を
整
備
・
推

進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◦
田
舎
暮
ら
し
の
促
進

　
東
京
圏
へ
の
人
口
の
一
極
集
中
は
全
国
の

人
口
減
少
を
引
き
起
こ
す
要
因
に
な
っ
て
お

り
、
巨
大
災
害
が
起
き
た
場
合
、
被
害
を
増

大
さ
せ
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
一

極
集
中
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
も
、
地
方
へ

の
人
の
流
れ
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
若
者
や
女
性
の「
田
園
回
帰
」と

呼
ば
れ
る
新
た
な
人
の
流
れ
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
地
方
部
に
は
本
来
子
育
て
に
適

し
た
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、
大
都
市
と
比
べ

て
余
裕
あ
る
空
間
と
時
間
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
若
者
や
子
育
て
世
帯
に
お
け
る「
田
舎

暮
ら
し
」の
推
進
の
た
め
、「
田
舎
探
し
」

に
関
す
る
情
報
の
流
通
を
活
性
化
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
し
て
、受
け
入
れ

側
の
地
方
に
お
い
て
は
自
ら
の
地
域
を

磨
く
こ
と
、
す
な
わ
ち「
田
舎
磨
き
」を

積
極
的
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
主
体

的
に
自
ら
の
資
源
に
磨
き
を
か
け
て
い

く
こ
と
が
個
性
に
繋
が
っ
て
き
ま
す
。
そ

う
し
た
個
性
あ
る
地
域
同
士
が
交
流
・

連
携
し
て
い
く
こ
と
で
、今
回
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
が
目
指
す「
対
流
促
進
型

国
土
」が
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
に
当
た

り
分
析
し
た
人
口
関
係
の
詳
細
な
資
料

な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
住
ま
い
の
地
域
が

将
来
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
今
後
ど
の

よ
う
な
地
域
づ
く
り
が
必
要
な
の
か
を

考
え
る
材
料
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
踏
ま

え
、
法
定
の
国
土
計
画
で
あ
る「
国
土

形
成
計
画
」の
見
直
し
作
業
を
し
て
い
ま

す
。
本
年
12
月
に
は
中
間
取
り
ま
と
め

が
出
せ
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
作
業
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
国
土
政
策
局
総
合
計
画
課
〉

人
口
減
少
が
進
ん
だ
２
０
５
０
年
の
地
方

で
、
現
在
存
在
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
す
べ
て
が

成
り
立
つ
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。サ
ー
ビ
ス

を
効
率
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
機

能
を
コ
ン
パ
ク
ト
化
す
る
こ
と
が
必
須
で
す
。

さ
ら
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
た
地
域
は「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」で
支
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
で

す
。
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、

「
新
し
い
集
積
」を
形
成
し
、
効
率
性
を
高

め
て
、
よ
り
大
き
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す

国
土
づ
く
り
が
可
能
と
な
る
の
で
す
。

個
性
を
磨
い
て
多
様
性
を
生
み
、

連
携
し
な
が
ら
対
流
を
起
こ
す

も
う
一
つ
の
大
切
な
言
葉
が「
多
様
性
と

連
携
」で
す
。

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
横
並
び
を
脱
し
、
個
性
を
深
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
持
つ

個
性
を
磨
き
上
げ
、
深
い
固
有
性
を
獲
得
す

れ
ば
、
そ
れ
は
世
界
的
な
普
遍
性
を
持
つ
こ

と
に
も
な
り
、日
本
の
新
し
い
成
長
エ
ン
ジ
ン

に
な
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
個
性
あ
る
都
市

同
士
が
単
に
交
流
す
る
の
で
は
な
く
、
主
体

的
に
連
携
し
て
い
く
国
土
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
副
題
に
も

表
さ
れ
て
い
る「
対
流
」で
す
。
対
流
は
温
度

差
が
あ
る
と
き
に
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
個
性
の
あ
る
地
域
の
間
で
人
・モ
ノ・
情
報

の
対
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
ど
こ
を
切
り
取
っ
て
も
同
じ
と
い
う「
金

太
郎
飴
」の
よ
う
な
状
態
で
は
対
流
は
起
こ

り
ま
せ
ん
。対
流
の
エ
ン
ジ
ン
は
個
性
な
の
で

す
。
常
に
各
地
域
が
自
分
た
ち
の
個
性
を
磨

い
て
多
様
性
を
生
み
出
し
、
そ
れ
ら
が
連
携

し
な
が
ら
対
流
す
る
国
土
づ
く
り
が
重
要
な

の
で
す
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

実
現
の
た
め
の
戦
略

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
12
の
基
本
戦
略

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
い
く
つ
か

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◦
小
さ
な
拠
点

　
都
市
圏
よ
り
も
さ
ら
に
小
さ
な
地
域
、
山

間
部
な
ど
の
集
落
が
散
在
す
る
地
域
で
は
歩

い
て
動
け
る
一
定
の
エ
リ
ア
に
商
店
や
診
療

所
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
集
約
し

て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る「
小
さ
な
拠
点
」づ
く
り
が
有
効
で
す
。

こ
の
場
合
、
居
住
地
か
ら
拠
点
に
集
ま
る

た
め
の
手
段
が
必
要
に
な
り
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
交
通
手
段
や
宅
配
サ
ー
ビ

ス
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
使
っ
て
、
日

常
生
活
を
補
う
だ
け
で
な
く
、
雇
用
を
生
み

出
す
な
ど
新
た
な
価
値
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◦
高
次
地
方
都
市
連
合

　
大
学
や
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
、
映
画
館
な

ど
、
高
度
な
都
市
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
維
持
す

る
た
め
に
は
30
万
人
規
模
の
人
口
圏
域
が
必

要
で
す
が
、
こ
れ
も
人
口
減
少
に
よ
り
い
ず

れ
は
縮
小
し
て
き
ま
す
。そ
う
い
っ
た
複
数
の

都
市
な
ど
が
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
人
口
を
確
保
し
、
お
互
い
に
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
の
役
割
分
担
を
し
、
連
携
を
し
て
い
こ

う
と
い
う
の
が「
高
次
地
方
都
市
連
合
」で
す
。

例
え
ば
鳥
取
県
米
子
市
の
都
市
圏
人
口

は
２
０
１
０
年
調
査
で
は
32
万
人
以
上
で
し

た
が
、
２
０
５
０
年
に
は
20・９
万
人
に
な
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
30
万
人

都
市
圏
が
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
隣
県
の
島
根
県
松
江
市
ま
で
は
高

速
道
路
を
使
え
ば
30
分
足
ら
ず
で
行
け
る

距
離
で
す
。
米
子
市
と
松
江
市
が
市
町
村
の

境
界
を
越
え
連
携
す
れ
ば
、
30
万
人
都
市
圏

を
維
持
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

◦
ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン

　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
す
ま
す
進

国土のグランドデザイン２０５０　～対流促進型国土の形成～
http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk3_000043.html

「国土形成計画」の見直しの状況
http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/s103_kokudo_keikaku.html 小さな拠点のイメージ

対流促進型国土の形成国土のグランドデザイン2050特集

グランドデザイン基本戦略

小さな拠点と高次地方都市連合等
の構築
攻めのコンパクト・新産業連合・価
値創造の場づくり
スーパー・メガリージョンと新たなリ
ンクの形成
日本海・太平洋２面活用型国土と圏
域間対流の促進
国の光を観せる観光立国の実現
田舎暮らしの促進による地方への人
の流れの創出
子供から高齢者まで生き生きと暮ら
せるコミュニティの再構築
美しく、災害に強い国土
インフラを賢く使う
民間活力や技術革新を取り込む社会
国土・地域の担い手づくり
戦略的サブシステムの構築も含めた
エネルギー制約・環境問題への対応

1

2

3

4

5
6

7

8
9
10
11
12

現在 将来
大阪圏 名古屋圏

東京圏 リニア中央新幹線は
メガリージョンの地下鉄
～都市間旅行は都市内移動へ～

情報

ヒト

カネ

モノ

海外

海外

海外

海外

海外

海外
世界最大のメガリージョン

国際ゲートウェイからの
リードタイムがなくな
り、巨大な商圏が形成

クラウド型の巨大集積が
イノベーションを起こす

地下鉄（リニア）を降りてからの
アクセス強化が創り出す、新し
いライフスタイル・ビジネススタ
イル（もはやメガリージョン内の
移動は出張ではない）

メガリージョン内の拠
点もネットワーク化と
ともに機能強化

東京

名古屋大阪

南西日本との連携強化、
国際ゲートウェイとの連携

北東日本との連
携強化、国際ゲー
トウェイ機能との
連携

高速道路を活用しない
都市圏の
中心市

都市圏人口（万人）

松江市
2010年
22.0
32.6

15.6
20.9

2050年

米子市

高速道路を活用
都市圏の
中心市

都市圏人口（万人）

松江市・米子市

2010年

56.0 37.3

2050年

このままでは
30万人都市圏が消える

ネットワークにより
30万人都市圏を維持

交通ネットワークの活用による松江・米子都市圏の変化

スーパー・メガリージョンのイメージ

※2010年の人口は総務省「国勢調査」による。2050年の推計人口は国土交通省国 土政策局の
メッシュ推計人口による。

詳しくはホームページをチェック！

集落集落

集落集落
集落集落

集落集落道の駅道の駅

郵便・ATM郵便・ATM

診療所診療所

旧小学校旧小学校

スーパー跡地スーパー跡地

ガソリン
スタンド
ガソリン
スタンド

旧役場庁舎旧役場庁舎

例 小さな拠点づくりに
併せてコミュニティ
バス・デマンドタク
シーなどにより交通
手段を確保

例 道の駅に農家レストラン、特産品直売
所、コミュニティスペースなどを併設

例 周辺集落や市街地とつな
がる生活交通の拠点づくり

例 旧役場庁舎を公民館、
図書館などに活用

例 廃校舎を保育所、デイサービスセ
ンター、体験宿泊施設などに活用

例 スーパー撤退後の施設を集落コン
ビニ、農産物出荷拠点などに活用

4
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住
促
進
と
い
う
両
面
か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
化
を

図
り
、
効
率
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

中
心
地
と
拠
点
を
密
に
結
ぶ

公
共
交
通
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定

各
拠
点
間
の
連
携
を
担
う
公
共
交
通
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
も
平
成
24
年
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
と
15
の
地
域
拠
点
を
結
ぶ
、

鉄
道
・
市
電
・
幹
線
バ
ス
の
８
軸
を「
基
幹
公

共
交
通
軸
」と
位
置
づ
け
、
輸
送
力
・
速
達

性
・
定
時
性
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
日

常
生
活
を
支
え
る
足
と
し
て
発
達
し
た
路
線

バ
ス
の
再
編・整
備
も
大
き
な
課
題
で
す
。優

先
レ
ー
ン
や
運
行
情
報
を
得
る
た
め
の
バ
ス

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
高
機
能
化

に
加
え
、
各
系
統
の
役
割
の
明
確
化
や
競
合

路
線
の
効
率
化
、
時
刻
表
の
統
一
な
ど
、
事

業
者
の
枠
を
越
え
た
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
自
家
用
車
の
普
及
で
利
用
者
が
減
る
一

方
で
、
将
来
の
高
齢
化
社
会
で
は
公
共
交

通
の
役
割
は
増
大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

利
便
性
を
高
め
て
利
用
者
を
増
や
し
、
効
率

化
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
作
る
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
」（
熊
本
市
都
市

建
設
局
交
通
政
策
総
室 

上
村
亮
さ
ん
）

さ
ら
に
バ
ス
停
か
ら
一
定
以
上
離
れ
た

公
共
交
通
空
白
地
域
や
公
共
交
通
不
便
地

域
で
は
、
地
域
と

連
携
し
た
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
（
予
約

制
の
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
）や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
新
た
な

公
共
交
通
を
導
入
。
現
在
、
公
共
交
通
空

白
地
域
の
未
対
応
地
区
は
、２
地
域
を
残
す

の
み
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
公
共
交
通
の
施

策
遂
行
に
は
、
未
来
を
見
据
え
た
市
民
の
理

解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
熊
本
市
で
は
、
公
共

交
通
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
具
体
的
な
形
と

す
る
た
め
、
市
民
・
事
業
者
・
公
共
交
通
事

業
者・行
政
の
役
割
や
責
務
を
明
確
に
し
、協

働
で
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
取
り
組
む
こ

と
を
明
記
し
た
熊
本
市
公
共
交
通
基
本
条

例
を
制
定
し
、オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
や
リ
レ
ー
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
。
公
共
交
通
を
基

軸
と
し
た
多
核
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、時
代
に
即
し
た
新
し
い
ま
ち
へ
と
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
集
積
し
た
中
心
市

街
地
、商
業・行
政
な
ど
地
域
の
生
活
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
機
能
が
充
実
し
た
地
域
拠
点
、
暮

ら
し
に
密
着
し
た
生
活
拠
点
と
い
う
よ
う
に

役
割
を
持
た
せ
、
そ
れ
ら
が
利
便
性
の
高
い

鉄て
つ
き
ど
う

軌
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
、
幹
線
道

路
で
結
ば
れ
た
多
核
連
携
型
の
都
市
構
造

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
都
市
・
生
活
機
能
の

高
密
度
化・効
率
化
を
図
り
つ
つ
、
さ
ら
に
各

拠
点
を
公
共
交
通
な
ど
で
結
ん
で
互
い
に
連

携
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
と
っ

て
は
快
適
・
便
利
で
あ
り
な
が
ら
、
効
果
的

＆
効
率
的
な
都
市
経
営
を
実
現
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

「
単
に
集
積
縮
小
す
る
の
で
は
な
く
、相
互

連
携
に
よ
っ
て
利
便
性
と
豊
か
な
環
境
を
双

方
享
受
で
き
る
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
」（
熊
本
市
都
市
建
設
局
都

市
政
策
課 

佐
治
一
誠
さ
ん
）

九
州・東
ア
ジ
ア
の

交
流
拠
点
都
市
を
目
指
し
た

中
心
市
街
地
の
再
デ
ザ
イ
ン

ま
ず「
市
の
顔
」で
あ
る
中
心
市
街
地
に
お

い
て
は
、高
次
な
都
市
機
能
を
集
約
し
、に
ぎ

人
口
減
少・少
子
高
齢
化
社
会
を

見
据
え
た
都
市
の
将
来
像
の
提
示

九
州
の
中
心
に
位
置
し
、
自
然
豊
か
な

阿あ

そ蘇
や
天
草
に
も
ほ
ど
近
い
熊
本
市
は
豊
富

な
地
下
水
や
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
農

業
や
産
業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
古
く
か
ら

熊
本
城
の
城
下
町
を
中
心
に
栄
え
て
き
ま
し

た
。
平
成
24
年
４
月
に
政
令
指
定
都
市
に
移

行
後
、
人
口
は
増
え
続
け
、
平
成
26
年
に
は

74
万
人
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の
影

響
は
避
け
ら
れ
ず
、
30
年
後
に
は
経
済
活
動

を
支
え
る
15
～
64

歳
人
口
が
現
在
の

76
％
ま
で
減
少
し
、

高
齢
者
の
割
合
が
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
都
市
活

力
の
低
下
や
交
通
弱
者
、
空
き
家
の
増
加
な

ど
、多
く
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。そ

こ
で
熊
本
市
で
は
平
成
37
年
を
目
標
年
次
と

し
た「
第
２
次
熊
本
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」を
策
定
。「
将
来
の
ま
ち
の
姿
」を
市
民

に
提
示
し
、
実
現
に
向
け
た
施
策
や
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

機
能
が
集
積
し
た
拠
点
間
の
連
携
で

効
果
的
＆
効
率
的
な
都
市
経
営
へ

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
熊
本
市
が
掲
げ

た
将
来
像
は「
豊
か
な
水
と
緑
、
多
様
な
都

市
サ
ー
ビ
ス
が
支
え
る
活
力
あ
る
多
核
連
携

都
市
」と
い
う
も
の
。
商
業
・
業
務
・
文
化
な

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
熊
本

城
を
望
む
桜
さ
く
ら
ま
ち町・花は
な
ば
た畑

周
辺
は
、中
心
市
街
地

「
２
核
３
モ
ー
ル
」の
１
核
な
が
ら
、
現
在
の

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
商
業
・
業
務
な
ど
の
施
設

は
築
後
40
年
以
上
を
経
過
し
老
朽
化
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で「
熊
本
城
と
庭
つ
づ
き
の『
ま

ち
の
大
広
間
』」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
平
成
30

年
度
以
降
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
進
め
ら
れ
て

い
る
民
間
事
業
者
に
よ
る
再
開
発
事
業
と
と

も
に
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
ホ
ー
ル
な
ど
の

交
流
施
設
の
導
入
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
政
令
指
定
都
市
と
な
り
、
九
州
新
幹
線

開
通
も
追
い
風
と
な
っ
て
、国
内
は
も
ち
ろ
ん

海
外
か
ら
も
熊
本
を
訪
れ
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
受
け
入
れ
の
場
と
し
て
中
心
市

街
地
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
交
流
拠
点
都
市

と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、
市
や
県
全
体
へ
の

波
及
効
果
を
狙
っ
て
い
ま
す
」（
熊
本
市
都
市

建
設
局
都
市
政
策
課 

杉
村
洋
輔
さ
ん
）

ほ
か
に
も
、
熊
本
城
の
復
元
整
備
や
熊
本

駅
舎
お
よ
び
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
、
交
流

拠
点
都
市
と
し
て
の
利
便
性
や
魅
力
を
高
め

る
計
画
が
続
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

住
環
境
整
備
で
居
住
を
促
進

人
口
密
度
の
保
持
で
暮
ら
し
を
守
る

中
心
市
街
地
の
再
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
目
指

す
べ
き
都
市
構
造
の
実
現
に
向
け
た
基
本
方

針
と
し
て
、「
地
域
拠
点
な
ど
へ
の
都
市
機
能

集
積
」「
公
共
交
通
の
利
便
性
が
高
い
地
域
へ

の
居
住
促
進
」な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
が
充
実
し

た
地
域
拠
点
で
は
、人
口
減

少
下
に
お
い
て
も
に
ぎ
わ
い

を
維
持
す
る
た
め
に
、都
市

機
能
の
維
持・向
上
を
促
進

す
る
施
策
な
ど
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
加
え
て
市
電
・

鉄
道
・
バ
ス
の
鉄
軌
道
駅
や

バ
ス
停
周
辺
半
径
３
０
０

～
５
０
０ｍ
を
居
住
誘
導
区

域
と
し
、魅
力
的
な
市
街
地

の
形
成
や
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
な
ど
、住
環
境

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
子

ど
も
か
ら
子
育
て
世
代
、高

齢
者
と
い
っ
た
幅
広
い
世
代

の
た
め
の
居
心
地
の
良
い

空
間
創
出
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
人
口
密

度
の
低
下
を
回
避
す
る
た

め
、
各
拠
点
へ
の
都
市
機
能

集
積
と
そ
の
周
囲
へ
の
居

桜町・花畑周辺地区：オープンスペースの整
備イメージ

桜町・花畑周辺地区：オープンスペースの一部
として歩行者空間化するシンボルプロムナード

桜町地区：再開発建物の全体イメージ（平成26年10月現在）

JR 熊本駅も安藤忠雄氏デザインの駅舎に立て替え予定。
市電停を覆う大屋根など 一部完成している

市電の新型車両「COCORO」は JR
九州のクルーズトレイン「ななつぼし
in 九州」などを 手掛けた水戸岡鋭治
氏のデザイン。1両ごとに異なる種類
の木材を活かしたいすやテーブルな
ど、通常の市電とは異なる趣き

コンパクト＋ネットワーク

活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

「
多
核
連
携
都
市
」を
目
指
し
て

熊
本
県
熊
本
市

対流促進型国土の形成国土のグランドデザイン2050特集

公共交通軸

生活
拠点 地域拠点

地域拠点

地域生活圏
地域生活圏

地域生活圏

中心市街地

地域拠点

公共
機能金融

機能

医療機能

医
療
機
能芸

術
機
能

交
流
機
能

業
務
機
能

業
務
機
能

商
業
機
能

公
共
機
能

金
融
機
能

商業
機能

公共
交通
機能

公共交通機能
（ターミナル）

地域拠点間の
アクセス交通
（公共交通等）

自転車・
公共交通・
自動車等

徒歩・
自転車等

バス停等 駅・バス停等

多角連携都市
づくりにおける
居住促進エリア

生活
拠点

生活
拠点

生活拠点

住宅
学校

商店

生活拠点
住宅

公民館

生活拠点

住宅

診察所等
学校

熊本市が目指す多核連携都市づくりのイメージ
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成
を
活
用
し
て
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。

清
流
館
の
目
の
前
に
そ
ば
打
ち
な
ど
を
体
験

で
き
る
交
流
施
設
を
拡
充
し
、
よ
り
活
動
の

幅
を
広
げ
ま
し
た
。

「
受
け
入
れ
態
勢
が
で
き
た
の
で
、
さ
ら
に

積
極
的
に
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き

た
い
。
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、

汗
見
川
地
区
の
魅
力
が
伝
わ
れ
ば
と
思
い
ま

す
」（
汗
見
川
活
性
化
推
進
委
員
会
会
長
山

下
文
一
さ
ん
）

地
域
内
外
の
協
力
を
得
て

特
産
の
シ
ソ
加
工
品
は
黒
字
に

さ
ら
に
特
産
品
を
用
い
た
加
工
品
の
開
発

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。シ
ソ
ア
イ
ス
も
そ

の
一
つ
。
平
成
26
年
に
は
２
万
５
千
個
を
売

り
上
げ
、
黒
字
化
を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の

立
役
者
と
な
っ
た
の
は
平
成
25
年
３
月
ま
で

本
山
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動

し
て
き
た
野
尻
萌め

生ぐ
み
さ
ん
。
福
岡
県
出
身
の

野
尻
さ
ん
は
大
学
を
卒
業
し
す
ぐ
に
本
山
町

に
移
住
し
て
来
ま
し
た
。

「
量
産
化
は
売
上
予
想
が
難
し
く
て
苦
労

続
き
。
で
も
み
ん
な
で
工
夫
し
て
取

り
組
ん
だ
達
成
感
は
大
き
か
っ
た
で

す
ね
」。任
期
を
終
え
た
現
在
は
同
地

に
定
住
し
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
事

業
推
進
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
高
知
ふ
る
さ
と
応
援
隊
の
山
下

祐
美
さ
ん
も「
拠
点
が
で
き
た
こ
と
で

若
い
人
や
地
域
外
の
人
も
輪
に
加
わ

り
、つ
な
が
り
を
創
出
で
き
ま
し
た
」と
言
い

ま
す
。
こ
う
し
た
努
力
が
実
っ
た
結
果
、
事

業
的
な
成
功
に
つ
な
が
り
地
域
内
外
で
の
関

係
づ
く
り
に
も
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
今
後
は
活
動
を
継
続

す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
や
、
そ
の
成
果

を
地
域
へ
還
元
す
る
方
法
な
ど
が
課
題
と
の

こ
と
。
開
所
か
ら
３
年
目
、
新
し
い
地
域
産

業
を
創
生
す
る
よ
う
、
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め

の
成
果
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
対
策
課
で
は
、
集
落
支
援
の

一
環
と
し
て
、
住
民
主
体
で
課
題
解
決
に
向

け
た
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る「
集
落
活
動

セ
ン
タ
ー
」の
設
立
や
運
営
を
支
援
。３
年
間

で
最
大
３
０
０
０
万
円
を
助
成
す
る
と
と
も

に
、「
高
知
ふ
る
さ
と
応
援
隊
※
」の
導
入
な

ど
、
地
域
外
か
ら
の
人
的
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
。

「
将
来
的
に
は
、行
政
だ
け
で
な
く
住
民
主

体
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
農
業
協
同
組
合（
以
下
、「
農

協
」）、
商
店
な
ど
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
ス
ク

ラ
ム
を
組
み
、
地
域
活
動
を
担
う
。
そ
ん
な

自
立
し
た
仕
組
み
と
し
て
実
現
さ
せ
る
こ
と

が
目
的
で
す
」（
前
田
課
長
）

平
成
26
年
９
月
現
在
で
14
ヵ
所
が
開
所
し
、

最
終
的
に
は
１
３
０
ヵ
所
の
設
立
を
目
指
し

て
い
ま
す
。そ
の
中
か
ら
二
つ
の
地
区
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

四
万
十
市
西
土
佐
大
宮
の
取
り
組
み

住
民
が
出
資
し
て
設
立
し
た

「
株
式
会
社
」で
生
活
を
守
る

愛
媛
県
に
隣
接
す
る
四
万
十
市
西
土
佐

大
宮
地
区
は
、
１
３
５
世
帯
２
９
６
人
の
山

課
題
解
決
先
進
県
と
し
て

地
域
活
性
モ
デ
ル
の
確
立
を
目
指
す

日
本
一
森
林
率
が
高
い
高
知
県
。
県
土
の

７
％
ほ
ど
の
都
市
部
に
県
民
の
半
数
強
が
集

中
し
、
中
ち
ゅ
う
さ
ん
か
ん

山
間
地
域
で
は
集
落
の
小
規
模
化

や
人
口
流
出
が
進
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
化
も

著
し
く
、
過
疎
地
で
は
二
人
に
一
人
が
高
齢

者
と
い
う
地
域
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
状
況
を
受
け
、
高
知
県
で
は
平
成
23

年
８
月
よ
り
集
落
調
査
を
実
施
。そ

の
結
果
、
集
落
維
持
の
危
機
や
生

活
環
境
の
悪
化
、
産
業
の
担
い
手
不

足
や
野
生
鳥ち
ょ
う
じ
ゅ
う

獣
に
よ
る
被
害
な
ど
、

多
く
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
同
時
に
地
元
に
愛
着
や
誇
り
を

持
ち
、
住
み
続
け
た
い
と
願
う
人
が

多
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の「
住
民
の
思
い
」に
応
え
よ
う

と
、
県
で
は
平
成
24
年
度
よ
り
中
山

間
対
策
の
抜
本
強
化
を
図
り
、多
様

化
す
る
課
題
に
対
し
て
県
庁
内
の

複
数
部
署
が

連
携
し
て
解

決
に
当
た
る

舵
取
り
役
と
し
て「
中
山
間
地
域
対
策
課
」を

新
設
。
集
落
支
援
と
生
活
支
援
を
政
策
の
柱

と
し
て
、
中
山
間
地
域
の
維
持
と
活
性
化
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
過
疎
化
や
高
齢
化
は
日
本
全
体
の
問
題

で
す
。
こ
う
し
た
課
題
に
い
ち
早
く
直
面
し

た
高
知
県
が
課
題
解
決
先
進
県
と
な
っ
て
モ

デ
ル
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」（
高
知
県
産
業
振
興
推
進
部 

中
山
間
地
域
対
策
課 

前
田
和
彦
課
長
）

間
の
集
落
。
平
成
25
年
５
月
、
こ
こ
に
大
宮

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー「
み
や
の
里
」が
開
所
し

ま
し
た
。
こ
の
地
区
で
、
住
民
主
体
の
地
域

活
動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、平
成
17
年

に
農
協
が
経
営
す
る
生
活
店
舗
と
給
油
所

の
廃
止
が
決
定
し
た
こ
と
。
危
機
感
を
持
っ

た
住
民
の
約
８
割
に
あ
た
る
１
０
８
人
が
平

均
６
万
円
を
出
資
し
て
、
株
式
会
社
大
宮
産

業
を
設
立
。
農
協
か
ら
経
営
を
引
き
継
い
で
、

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

「
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
会
社
と
し

て
認
知
さ
れ
、
利
用
者
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

将
来
を
見
据
え
、
自
ら
支
え
ね
ば
と
考
え
る

人
が
増
え
た
の
で
し
ょ
う
」（
大
宮
産
業
代
表

取
締
役
・
大
宮
地
域
振
興
協
議
会
会
長 

竹

葉
傳
さ
ん
）

み
や
の
里
設
立
の
際
も
、
住
民
参
加
の

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
て
意
見
を
集
め
、

「
大
宮
地
域
振
興
協
議
会
」を
設
立
す
る
な

ど
、地
域
主
体
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。課

題
は「
大
宮
地
域
振
興
総
合
プ
ラ
ン
」に
集
約

し
、
優
先
順
位
も
住
民
が
決
定
し
、
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

支
え
合
い
の
仕
組
み
を
つ
く
り

「
地
産
外
商
」に
も
取
り
組
む

み
や
の
里
開
所
後
は
、
田
舎
暮
ら
し
体
験

交
流
イ
ベ
ン
ト
や
野
菜
の
庭
先
集
荷
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
加
工
品
開
発
、
コ
ス
モ
ス

畑
や
竹
林
の
整
備
な
ど
、
続
々
と
活
動
を
広

げ
て
き
ま
し
た
。中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
平

成
26
年
開
始
の「
お
助
け
レ
ン
ジ
ャ
ー
」。
生

活
の
困
り
事
を
住
民
の
力
で
解
決
す
る
と
い

う
取
り
組
み
で
、
国
の
助
成
が
終
了
す
る
２

年
後
に
は
、
有
料
化
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
補
助
に
頼
ら
ず
、住
民
の
支
え
合
い
で
自

立
で
き
る
地
域
づ
く
り
が
目
標
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
特
産
品
を
使
っ
た
配
食
サ
ー
ビ
ス

や
、葬
祭
事
業
な
ど
、地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

事
業
を
実
現
さ
せ
た
い
で
す
ね
」（
大
宮
地
域

振
興
協
議
会 

事
務
局
長 

窪
内
正
彦
さ
ん
）

今
後
は
地
元
で
生
産
を
増
や
し
て
い
る
特

産
品
の「
大
宮
米
」な
ど
、農
産
物
の
地
域
外

へ
の
販
路
も
広
げ
た
い
と
の
こ
と
。
地
域
の

内
外
で
、
活
性
化
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

が
進
ん
で
い
ま
す
。

本
山
町
汗
見
川
の
取
り
組
み

美
し
い
清
流
に
癒
や
さ
れ
る

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む

本
山
町
汗
見
川
地
区
は
四
国
山
地
の
中

央
、
吉
野
川
の
支
流
域
に
あ
る
６
つ
の
集
落

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
98
世
帯

１
９
６
人
と
、
林
業
の
衰
退
と
と
も
に
最
盛

期
の
半
数
を
割
り
、
高
齢
化
も
急
速
に
進
行

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
集
落
の
連
携

は
密
に
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
11
年
に
は
汗

見
川
活
性
化
推
進
委
員
会
を
設
立
し
、地
域

活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、廃
校
を
活

用
し
た
宿
泊
施
設「
汗
見
川
ふ
れ
あ
い
の
郷 

清
流
館
」。
清
流
と
森
の
美
し
い
景
観
を
目

当
て
に
訪
れ
る
宿
泊
客
は
年
間
８
０
０
人
以

上
。
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
交
流
活
動
も
に

ぎ
わ
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
地
域
の
活
性
化

を
目
指
す
た
め
、
平
成
24
年
６
月
に
県
の
助

集
落
活
動
サ
ポ
ー
ト

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

安
心
安
全
サ
ポ
ー
ト

健
康
づ
く
り

防
災
活
動

鳥
獣
被
害
対
策

交
流・定
住
サ
ポ
ー
ト

農
産
物
の
製
造
販
売

特
産
品
づ
く
り・販
売

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
活
用

住民主体の
取り組み

集落連携の
仕組みづくり

仕組みづくりのサポ－ト役
高知ふるさと応援隊

集落
集落

集落

集落

集落

集落活動の拠点
（旧小学校、集会所など）

大宮集落活動セン
ターの拠点となっ
ている大宮産業店舗

（元農協）

写真中央が小学校の建物を活用した宿
泊施設「汗見川ふれあいの郷 清流館」

集落活動センターでのそば打ち体験。
地区の女性が指導役に

写真右から汗見川活
性化推進委員会山下
会長と汗見川の取り
組みをサポートする
本山町まちづくり推
進課の大西課長

みやの里のみなさん。左か
ら順に地域おこし協力隊竹
本さん、代表の竹葉さん、 
みやの里事務局長窪内さ
ん、四万十市西土佐総合支
所上岡係長。竹本さんは昨
年から大宮に。農林部会の
一員として米づくりに取り
組んでいる

中山間地域対策課
前田和彦課長

地域ブランド米として大宮米の生産も盛ん。お米を
使って地域ならではの弁当開発や米粉のお菓子など
も作られている

※高知ふるさと応援隊…総務省が推進する「地域おこし協力隊」・「集落支援員」を含む、高知県における地域活動の推進役となる
人材の総称。高知県では平成24年度から、導入・活動・終了後にわたり、隊員や導入する市町村を総合支援している

しそアイスの開発・販売の中
心となった野尻萌生さん。外
部の若い人からの意見は大い
に刺激になった
とのこと

高知ふるさと応援隊
山下祐美さん

小さな拠点

「
協
働
の
拠
点
づ
く
り
」を
通
じ
て

住
民
力
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
支
援

高
知
県
四し
ま
ん
と

万
十
市
西
土
佐
大
宮
地
区
・
本
も
と
や
ま
ち
ょ
う

山
町
汗あ
せ
み
か
わ

見
川
地
区

対流促進型国土の形成国土のグランドデザイン2050特集
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と
か
ら
、「
ぷ
ち
民
家
体
験
」と
い
う
民
泊
の

良
さ
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て

い
ま
す
。

古
民
家
事
業
開
始
か
ら
丸
４
年
、
年
間

１
５
０
０
人
が
利
用
す
る
ま
で
に
な
り
、
半

分
近
く
が
東
京
な
ど
関
東
圏
か
ら
の
観
光

客
。
客
層
の
広
が
り
に
手
ご
た
え
を
感
じ
て

い
ま
す
。

I
タ
ー
ン
者
が
増
加

人
口
減
少
の
歯
止
め
に

震
災
を
境
に
国
内
の“
田
舎
を
回
り
積
極

的
に
体
験
し
に
い
く
”と
い
う
よ
う
な
旅
行
感

の
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
と
両
氏
は
話
し
ま
す
。

「
施
設
を
作
っ
て
何
か
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。我
々
の
売
り
は
や
は
り『
人
』。小

値
賀
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、

人
を
活
か
し
た
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
今
後
も

つ
く
っ
て
い
き
た
い
」（
高
砂
さ
ん
）。
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
も
あ
り
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
数

は
１
０
０
人
ほ
ど
に
も
な
り
、
人
口
減
少
の

加
速
を
食
い
止
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
以
前
野
崎
島
自
然
学
塾
村
に
来
た
子
が
、

学
校
を
卒
業
し
た
の
で
こ
こ
で
働
き
た
い
と

言
っ
て
き
て
く
れ
た
ん
で
す
。
こ
う
し
た“
島

に
来
た
い
”と
い
う
原
資
を
増
や
す
た
め
に
、

行
政
と
し
て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
」（
橋
本

さ
ん
）

漁
師
町
の
狭
い
路
地
裏
を
歩
く
と
、
思
い

が
け
な
い
発
見
や
出
会
い
が
あ
る
の
は
こ
の

島
な
ら
で
は
の
こ
と
。ま
た
本
島
の
西
側
、斑
ま
だ
ら

島
か
ら
見
る
東
シ
ナ
海
に
沈
む
夕
陽
も
、
ま

さ
に
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
光
景
で
す
。

「
行
く
の
は
不
便
だ
け
ど
、で
も
ま
た
行
き

た
く
な
る
」、
そ
し
て「
住
み
た
く
な
る
」─

そ
ん
な
島
を
目
指
し
て
、
小
さ
な
島
の
挑
戦

は
続
い
て
い
ま
す
。

リ
ゾ
ー
ト
地
が
主
流
で
し
た
が
、
野
崎
島
で

手
つ
か
ず
の
自
然
を
ぜ
ひ
体
感
し
て
欲
し
い

と
考
え
た
の
で
す
」（
橋
本
さ
ん
）

平
成
13
年
度
に
は
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提

供
が
可
能
な
自
然
学
校
を
設
立
し
、
カ
ヌ
ー

ツ
ー
リ
ン
グ
や
島
内
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
を
実

施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。現
在
で
は
、島

の
魅
力
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
県
内
外
か
ら

の
修
学
旅
行
生
も
含
め
、
年
間
３
０
０
０
人

近
く
が
利
用
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

島
の
子
ど
も
に
な
っ
て
も
ら
う

「
民み

ん
ぱ
く泊
」事
業
を
開
始

平
成
18
年
に
は
現
在
の
小
値
賀
観
光
を

象
徴
す
る「
民
泊
」が
ス
タ
ー
ト
。
農
家
や
漁ぎ
ょ

家か

に
宿
泊
し
、
そ
の
家
の
手
伝
い
を
し
な
が

捕ほ
げ
い鯨
で
栄
え
た
島

観
光
を
新
た
な
産
業
に

「
こ
の
島
の
人
た
ち
は
知
ら
な
い
人
に
も

『
ど
こ
か
ら
来
た
と
？
』と
声
を
か
け
る
、
そ

ん
な
人
懐
っ
こ
さ
が
あ
る
ん
で
す
よ
。そ
れ
も

こ
の
町
の
自
慢
で
す
！
」と
小
値
賀
町
役
場

総
務
課
観
光
係
長
の
橋
本
博
明
さ
ん
は
誇

ら
し
げ
に
語
り
ま
す
。

長
崎
県
佐
世
保
市
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
３
時

間
、
五
島
列
島
の
北
端
に
位
置
す
る
小
値
賀

町
は
大
小
17
の
島
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
西さ
い
か
い海
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ほ
ど
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
島
々
で
す
。
ま

た
ど
こ
か
懐
か
し
い
日
本
の
原
風
景
を
見
る

よ
う
な
ま
ち
な
み
も
残
っ
て
い
ま
す
。

島
の
歴
史
は
古
く
、
旧
石
器
時
代
か
ら
人

が
暮
ら
し
、遣け
ん
と
う
し

唐
使
の
寄
港
地
に
も
な
っ
て
い

ま
し
た
。
明
治
の
頃
は
西
海
捕
鯨
に
よ
っ
て

島
は
発
展
、
五
島
列
島
の
中
心
商
業
地
で
も

あ
り
ま
し
た
。

現
在
は
漁
業
と
農
業
が
基
幹
産
業
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
農
業
の
担
い
手
の
高
齢
化
や

漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
年
々
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
影
響
し
、
町
の
人
口
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
小
値
賀
町
が
新
た
な
産
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、豊
か
な
自
然

と
、島
人
の
お
も
て
な
し
の
心
な
ど
島

を
丸
ご
と
活
か
し
た
体
験
交
流
型
の

観
光
で
す
。

「
本
島
の
隣
に
あ
る
野の
ざ
き崎
島し
ま
※
で
は
、

廃
校
に
な
っ
た
中
学
校
を
利
用
し
た

『
野
崎
島
自し
ぜ
ん
が
く
じ
ゅ
く

然
学
塾
村そ
ん

』を
簡
易
宿

泊
施
設
と
し
て
平
成
元
年
か
ら
運
用

し
て
い
ま
す
。
当
時
は
観
光
と
い
え
ば

ら
滞
在
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
提
案
し
た

の
は
田
舎
暮
ら
し
の
中
で
子
育
て
を
し
た
い

と
い
う
思
い
で
移
住
し
て
き
た
高
砂
樹た
つ
し史
さ

ん（
株
式
会
社
小
値
賀
観
光
ま
ち
づ
く
り
公

社
代
表
取
締
役
）で
し
た
。

「
小
値
賀
町
は
平
成
15
年
の
市
町
村
合
併

の
際
、
ど
こ
と
も
合
併
し
な
い
自
立
の
道
を

選
び
ま
し
た
。
で
も
産
業
が
成
り
立
た
な
け

れ
ば
や
っ
て
い
け
な
い
。17
年
に
私
が
移
住
し

た
と
き
は
、
そ
ん
な
模
索
の
渦
中
に
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
私
自
身
、
小
値
賀
の
自
然

と
素
朴
な
日
常
に
魅
か
れ
て
来
た
こ
と
か
ら
、

島
の
日
常
に
こ
そ
魅
力
が
あ
る
、
そ
れ
を
体

験
し
て
も
ら
お

う
と
考
え
民
泊

を
提
案
し
た
ん

で
す
」

“
お
客
さ
ん

を
お
も
て
な
し

す
る
よ
う
な
も

の
は
何
も
…
”

と
及
び
腰
だ
っ

た
島
民
を
一軒
一
軒
説
得
し
、
７
軒
の
受
け

入
れ
先
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
実
際
始
め
て
み
る

と
、
宿
泊
す
る
側
だ
け
で
な
く
受
け
入
れ

る
側
か
ら
も「
楽
し
か
っ
た
」と
い
う
感
想
が

聞
か
れ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
う
し
た
評
判
は

徐
々
に
島
民
に
広
が
り
、
現
在
受
け
入
れ
先

は
36
軒
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

「
特
別
な
こ
と
は
し
な
い
ん
で
す
。
畑
の
野

菜
で
昔
か
ら
伝
わ
る
島
ご
は
ん
を
一
緒
に
作

る
な
ど
、
そ
の
家
に
い
る
間
は
島
の
子
ど
も

に
な
っ
て
も
ら
う
。受
け
入
れ
先
に
も
良
い
刺

激
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、感
動
が
双
方
向
で

生
ま
れ
て
い
ま
す
」（
高
砂
さ
ん
）。
今
や「
次

の
受
け
入
れ
は
い
つ
？
」と
心
待
ち
に
し
て
い

る
島
民
も
い
る
ほ
ど
。
こ
の
取
り
組
み
は
多

く
の
評
価
を
受
け
、ア

メ
リ
カ
の
高
校
生
の

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は「
も
う
一
度
行

き
た
い
」と
満
足
度
世

界
１
位
に
な
っ
た
ほ
か
、

数
々
の
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

観
光
産
業
の
新
た
な
核
が
で
き
た
こ
と
で
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
と
し
て
よ
り
推
進
す
る
た

め
、平
成
19
年
に
は
そ
れ
ま
で
三
つ
あ
っ
た
観

光
団
体
を
統
合
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ぢ
か
ア

イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
を
設
立
。
島
内

で
の
体
験
事
業
や
民
泊
、
観
光
情
報
を
提
供

す
る
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
人
の
島
旅
を
提
案
す
る

「
古
民
家
ス
テ
イ
」

民
泊
事
業
が
軌
道
に
の
り
、
次
に
検
討

さ
れ
た
の
は
大
人
向
け
の
観
光
事
業
で
し
た
。

観
光
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
に
は
通
年
に
わ

た
り
観
光
客
を
呼
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
着
目
し
た
の
は
町
内
に
残
る
古
民
家
。

「
東
洋
文
化
研
究
家
の
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー

氏
の
助
言
を
受
け
、
古
民
家
を
改
修
し
宿
泊

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
食
事
を
楽
し
め

る
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。
癒
し

を
求
め
て
来
島
さ
れ
る
方
に
は
、
心
お
き
な

く
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
も
ら
い
た
い
」（
高
砂

さ
ん
）

町
が
所
有
す
る
江
戸
、
明
治
、
昭
和
初

期
の
古
民
家
６
棟
を
離
島
体
験
滞

在
交
流
促
進
事
業
な
ど
を
活
用
し

て
改
修
。
１
棟
１
組
の
貸
し
切
り
と

な
っ
て
お
り
、
家
族
や
友
達
同
士
で
、

楽
し
く
島
に
暮
ら
す
よ
う
に
過
ご
せ

ま
す
。
と
は
い
え
、
島
民
と
の
触
れ

合
い
も
体
験
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ

小値賀島本島。港
へ続く道には車も
通れない細い道が
いくつもあり、あち
こちにお地蔵さん
が祭られている

小値賀島本島から船で約25
分の野崎島。村民たちが建
てた旧野首（きゅうのくび）教
会（明治41年建立）が今もそ
の姿をとどめる。今年9月、ユ
ネスコの世界遺産登録推薦
が決まった「長崎の教会群と
キリスト教関連遺産」の構成
資産でもある

人がいなくなった島は野生のシカ
たちが”住民”

島の生活を体験できる「民泊」。「ぷち
民家体験」として大人も体験できる

「暮らすように旅する」ことができる「古民家
ステイ」。家から一歩外に出れば、島人のふ
つうの暮らしに接することができる

廃校を活用した野崎島自然学塾村。さまざま
な体験プログラムを通じて、大自然を丸ごと体
感することができる

東シナ海に沈む雄大な夕陽が見られる斑島は、
島屈指のサンセットスポット

火山島ならではの光景がひろがる赤
浜海岸

田舎暮らしの促進

手
つ
か
ず
の
自
然
と
島し

ま
び
と人
の
お
も
て
な
し

西
の
果
て
の
小
さ
な
島
が
挑
戦
す
る
離
島
の
未
来

長
崎
県
北
松
浦
郡
小お

ぢ

か

値
賀
町ち

ょ
う

※平成13年に最後の島民が島を去り、現在は宿泊施設
の管理人のみとなり事実上の無人島となっている

対流促進型国土の形成国土のグランドデザイン2050特集
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近
畿
三
都
市
圏
を
結
ぶ

バ
イ
パ
ス
が
担
う
発
展
へ
の
期
待

京
奈
和
自
動
車
道
は
、
そ
の
名
前
の
通
り

「
京
都
」、「
奈
良
」、
そ
し
て「
和
歌
山
」の

延
長
約
１
２
０
㎞
の
高
規
格
幹
線
道
路
※
で
す
。

こ
れ
ま
で
高
速
道
路
の
な
か
っ
た
こ
の
エ
リ
ア

に
京
奈
和
自
動
車
道
が
開
通
す
れ
ば
、
三
都

市
間
の
行
き
来
に
要
す
る
時
間
が
大
幅
に
短

縮
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
、関
西
国
際
空
港
や
和

歌
山
下
津
港
な
ど
海
外
の
窓
口
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
と
と
も
に
、近
畿

圏
お
よ
び
中
部
圏
が
一
体
と
な
っ
た
大
規
模

な
経
済
圏
の
誕
生
が
期
待
で
き
ま
す
。

既
に
和
歌
山
県
内
に
お
い
て
は
全
体
の
７

割
に
近
い
ル
ー
ト
が
開
通
し
て
お
り
、
平
成

26
年
10
月
現
在
、
残
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
急

ピ
ッ
チ
で
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
訪
れ
た「
紀
北
西
道
路
」は
、京
奈
和
自

動
車
道
の
紀
の
川
市
側
起
点
か
ら
12
・２
㎞
の

区
間
に
あ
た
り
ま
す
。

紀
北
西
道
路
は
紀
の
川
市
神じ
ん
り
ょ
う

領
の
紀
の
川

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
岩い
わ
で出

市
根ね
ご
ろ来

で
建
設

が
進
む
岩
出
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
仮
称
）を

経
て
、和
歌
山
側
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て

阪
和
自
動
車
道
と
つ
な
が
り
ま
す
。

「
和
歌
山
県
の
高
速
道
路
は
阪
和
自
動
車

道
の
一
本
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
和
歌

山
の
方
々
は
、京
都
・
奈
良
方
面
に
行
こ
う
と

す
る
と
高
速
道
路
で
は
阪
和
自
動
車
道
を
利

用
し
大
阪
を
経
由
し
て
行
く
ル
ー
ト
し
か
な

く
、
代
替
ル
ー
ト
を
選
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
を
解
消
す
る
の
が
、
京
奈
和
自
動
車
道
で

す
」と
語
る
の
は
、和
歌
山
河
川
国
道
事
務
所

副
所
長（
道
路
）の
河
合
良
治
。
現
在
、河
合

の
も
と
で
、４
名
の
建
設
監
督
官
が
全
力
で
紀

北
西
道
路
の
開
通
に
向
け
て
現
場
で
の
協
議

や
監
督
を
行
っ
て
い
ま
す
。

移
動
時
間
の
短
縮
や
渋
滞・事
故
抑
止

地
域
産
業
の
活
性
化
も

６
工
区
を
担
当
す
る
建
設
監
督
官
中
村
恭

介
は
、
紀
北
西
道
路
に
地
域
の
人
々
が
寄
せ

る
期
待
は
大
き
い
と
言
い
ま
す
。

「
地
元
は
数
本
の
主
要
道
路
し
か
な
く
、国

道
24
号
や
県
道
で
は
し
ば
し
ば
交
通
渋
滞
が

発
生
し
て
い
ま
し
た
。
京
奈
和
自
動
車
道
は

高
規
格
幹
線
道
路
で
す
が
、無
料
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
地
域
の
方
々
に
バ
イ
パ
ス
道
路
と

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
」

こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
は
病
院
に
通
う
の
に

も
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
の
が
、高
速
道
路

で
楽
に
通
院
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
時
間

短
縮
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
国
道
の

交
通
量
が
減
る
こ
と
で
、
渋
滞
や
交
通
事
故

の
抑
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
事
実
、紀
北
西

道
路
か
ら
奈
良
側
に
延
び
る
平
成
26
年
３
月

に
開
通
し
た
紀き
ほ
く
ひ
が
し

北
東
道
路
沿
線
で
は
、
並
行

す
る
国
道
24
号
の
交
通
量
が
３
～
４
割
減
少
。

ま
た
平
成
19
年
度
に
開
通
し
た
橋
本
道
路
沿

線
の
国
道
で
の
死
傷
事
故
件
数
は
、
年
間
で

約
60
件
減
少
と
い
う
効
果
が
既
に
あ
り
、
紀

北
西
道
路
で
も
同
様
の
渋
滞
や
事
故
の
抑
止

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
産
業
面
で
の
貢
献
を
指
摘
す
る
の

は
、
７・８
工
区
担
当
の
建
設
監
督
官
小
丸
博

司
で
す
。

「
こ
の
周
辺
は
柿
や
桃
な
ど
の
名
産
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
東
日
本
方

面
へ
の
出
荷
は
主
に
は
大
阪
経
由
で
し
た
。し

か
し
全
線
開
通
の
あ
か
つ
き
に
は
、奈
良
や
京

都
を
経
由
し
、こ
れ
ら
の
農
産
物
も
よ
り
迅
速

か
つ
大
量
に
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず

で
す
」

ま
た
京
奈
和
自
動
車
道
沿
線
で
は
、
輸
送

力
の
向
上
に
注
目
し
た
企
業
が
工
場
を
積
極

的
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
沿
線
全
体
で

は
11
の
地
区
で
自
治
体
の
主
導
に
よ
る
産
業

団
地
の
立
地
が
進
行
中
で
す
。
紀
北
西
道
路

12

近
畿
圏
の
活
性
化
に
向
け
た

道
路
整
備
が
進
行
中

和
歌
山
エ
リ
ア
の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献

道
路
建
設
や
改
良
工
事
、事
業
を
通
じ
て
地
域
の
生
活
と
発
展
を
支
え
る
和
歌
山
河
川
国
道
事
務
所
。

和
歌
山
の
地
域
住
民
や
産
業
か
ら
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
る
、

京け
い
な
わ
奈
和
自
動
車
道（
紀き
ほ
く
に
し

北
西
道
路
）の
整
備
事
業
と
そ
れ
に
携
わ
る
４
人
の
建
設
監
督
官
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

現場力
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6・7工区担当 建設監督官 増田寛四郎

7・８工区担当 建設監督官 小丸博司

6工区担当 建設監督官 中村恭介

8工区担当 建設監督官 栗間和也

大阪府和歌山県

和歌山市

岩出市
紀の川市

紀ノ川

和歌山IC

和歌山北IC

紀ノ川SA

阪
和
自
動
車
道

JＲ和歌山線

JＲ阪和線

布施屋駅

紀伊駅

千旦駅
田井ノ駅

船戸駅

岩出駅

下井阪駅
打田駅

紀伊小倉駅

24
24

424

134

7

9

1414

63

62

64

紀の川広域農道

和歌山バイパス

紀　北　西　道　路　12.2km 紀北東道路
8工区 3.3km

和歌山市 3.3km

終点
和歌山市
弘西

起点
紀の川市
神領

岩出市 5.8km 紀の川市 3.1km
7工区 3.2km 6工区 5.7km

岩出IC（仮称）

紀の川IC

和歌山JCT
（大阪行）（仮称）

和歌山JCT
（和歌山行）（仮称）

栗間建設監督官 小丸建設監督官 増田建設監督官 中村建設監督官

6工区の山岳トンネル掘削現場。トンネル内に空気
を送り込むための太い管がトンネル奥に続く。設
計寸法通りか確認するのも中村の仕事

6工区

※高規格幹線道路……「高速自動車国道」および「一般国道の自動車専用道路」のこと

紀北西道路概要図
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沿
線
の
紀
の
川
市
で
も
、
和
歌
山
県
土
地
開

発
公
社
に
よ
る
北き
た
せ
い
だ

勢
田
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
の

開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

６・７
工
区
を
担
当
す
る
建
設
監
督
官
増

田
寛
四
郎
は
、
沿
線
住
民
の
声
に
よ
っ
て
京
奈

和
自
動
車
道
へ
の
意
外
な
効
用
に
気
づ
か
さ

れ
た
と
語
り
ま
す
。

「
道
路
が
開
通
し
た
ら
、
息
子
が
帰
っ
て
き

て
く
れ
る
。
孫
が
度
々
家
に
来
て
く
れ
る
と

い
っ
た
期
待
を
あ
ち
こ
ち
で
伺
う
の
で
す
。
こ

れ
は
、
私
自
身
予
測
し
な
か
っ
た
メ
リ
ッ
ト
で

し
た
。
や
は
り
若
い
人
は
進
学
や
就
職
で
京

都
、
奈
良
な
ど
に
出
て
行
く
こ
と
が
多
く
、
そ

う
し
た
方
々
が
気
軽
に
故
郷
と
行
き
来
で
き

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
」

こ
の
ほ
か
に
も
和
歌

山
の
豊
か
な
観
光
資
源

へ
の
、
外
国
人
も
含
め

た
観
光
客
の
呼
び
込
み

な
ど
、
新
し
い
道
路
の

も
た
ら
す
地
域
発
展
効

果
は
多
く
あ
り
ま
す
。

地
元
へ
の
理
解
促
進

そ
し
て
工
事
の
安
全
確
保
が

何
よ
り
も
大
事

幅
広
い
エ
リ
ア
に
及
ぶ
道
路
整
備
事
業
は
、

地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
が
な
く
て
は
、と
う

て
い
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
建
設
監
督

官
た
ち
は
、
地
元
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
た
事
業
へ
の
理
解
・
協
力
の
促

進
を
何
よ
り
も
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。

「
基
本
は
、
自
分
の
住
む
家
の
近
所
づ
き
あ

い
と
同
じ
で
す
。
実
際
の
工
事
を
担
当
す
る

施
工
業
者
の
方
に
も
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
会
っ

た
と
き
に
は
忘
れ
ず
に
挨
拶
を
し
て
欲
し
い

と
い
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、地
域
の
道
路
清
掃
や
草
刈
り
、お

祭
り
な
ど
に
も
で
き
る
だ
け
参
加
さ
せ
て
も
ら

い
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
」（
中
村
）

こ
う
し
て
日
常
的
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
れ

ば
、
工
事
の
予
告
な
ど
も
随
時
伝
え
ら
れ
ま

す
。
騒
音
が
出
る
よ
う
な
作
業
も
、あ
ら
か
じ

め
話
を
し
て
あ
る
か
ど
う
か
で
、
地
域
の
方
々

の
受
け
止
め
方
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
く
る
と
、

中
村
は
強
調
し
ま
す
。

地
域
へ
の
理
解
促
進
に
は
、積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

活
動
も
重
要
で
す
。
８
工
区
を
担
当
す
る
建

設
監
督
官
栗
間
和
也
は
、自
ら
パ
ソ
コ
ン
を
駆

使
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
地
元
の
小
学

校
に
現
場
見
学
会
を
呼
び
か
け
た
り
、
看
板

を
設
置
し
た
り
と
い
っ
た
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

ま
す
。

「
私
は
こ
の
４
月
に
和
歌
山
に
着
任
し
た
の

で
す
が
、こ
の
京
奈
和
道
路
の
整
備
事
業
が
ま

だ
ま
だ
対
外
的
に
知
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
阪
和
自
動
車
道
か
ら
見

え
る
場
所
に
看
板
を
設
け
た

り
、
紀
ノ
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

内
に
Ｐ
Ｒ
の
パ
ネ
ル
を
置
か
せ

て
も
ら
う
な
ど
の
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
」

そ
し
て
Ｐ
Ｒ
以
上
に
重
要
な
の
は
、
工
事
の

安
全
で
す
。紀
北
西
道
路
は
ト
ン
ネ
ル
や
山
あ

い
の
高
所
を
通
る
橋
き
ょ
う
り
ょ
う

梁
が
多
く
、
一
方
で
鉄

道
や
生
活
道
路
に
隣
接
し
た
個
所
も
あ
る
な

ど
、作
業
員
は
も
ち
ろ
ん
周
囲
の
住
民
も
含
め

た
安
全
確
保
へ
の
取
り
組
み
が
一
段
と
要
求

さ
れ
ま
す
。

そ
の
基
本
と
な
る
の
は
毎
月
一
回
、
建
設

監
督
官
と
各
事
業
者
が
一
堂
に
会
す
る「
安

全
協
議
会
」で
す
。
こ
こ
で
は
工
事
の
安
全
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
交
換
さ
れ
、ま
た
改

善
が
必
要
な
事
柄
に
つ
い
て
は
必
ず
報
告
や

指
示
が
行
わ
れ
ま
す
。
建
設
監
督

官
自
身
も
そ
れ
ぞ
れ
に
、
こ
の
場

を
活
か
し
て
安
全
の
徹
底
に
努
め

て
い
る
と
言
い
ま
す
。

「
現
場
を
見
回
っ
た
際
に
気
が
付
い
た
安
全

上
の
問
題
個
所
を
写
真
に
撮
っ
て
、安
全
協
議

会
で
そ
の
写
真
を
配
布
・
共
有
し
て
安
全
意

識
を
高
め
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
中

村
）、「
他
の
工
区
や
事
務
所
で
発
生
し
た
事
故

の
情
報
を
協
議
会
で
紹
介
し
、貴
重
な
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
と
し
て
活
か
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

（
増
田
）、「
高
所
作
業
の
多
い
工
区
な
の
で
、

転
落
災
害
に
は
非
常
に
気
を
使
う
よ
う
協
議

会
で
も
繰
り
返
し
呼
び
か
け
て
い
ま
す
」（
小

丸
）と
い
っ
た
各
建
設
監
督
官
の
言
葉
に
、
こ

の
協
議
会
が
工
事
の
安
全
を
守
る
重
要
な
柱

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「
地
図
に
残
る
仕
事
」を
合
言
葉
に

完
成
の
日
に
向
け
て
前
進

長
い
年
月
と
多
く
の
地
域
住
民
の
理
解
と

協
力
に
支
え
ら
れ
て
、
よ
う
や
く
完
成
を
迎
え

る
道
路
整
備
事
業
。
そ
の
供
用
開
始
の
瞬
間

が
、
何
よ
り
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
を
実
感
で

き
る
と
建
設
監
督
官
た
ち
は
口
々
に
語
り
ま
す
。

「
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、『
地

図
に
残
る
仕
事
』と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
ね
。そ
も
そ
も
こ
の
仕
事
を
目
指
し

た
動
機
に
は
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
、今
回

の
よ
う
な
大
規
模
の
道
路
整
備
事
業

は
達
成
感
も
ひ
と
し
お
で
す
」（
中
村
）

ま
た
増
田
も
、「
以
前
の
現
場
で
開
通
式
の

と
き
、
取
材
の
カ
メ
ラ
マ
ン
を
見
晴
ら
し
の
良

い
場
所
に
案
内
し
た
の
で
す
が
、
走
り
初
め
の

車
列
が
視
界
に
現
れ
た
瞬
間
、
思
わ
ず
小
さ

く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
し
て
し
ま

い
ま
し
た
」と
笑
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
地
元
の

見
学
会
で
住
民
の
方
々
が

楽
し
そ
う
に
笑
顔
で
現
場

を
見
て
い
る
姿
や
、
開
通
式

の
車
列
を
先
導
す
る
パ
ト

カ
ー
が
ト
ン
ネ
ル
か
ら
現

れ
た
瞬
間
、
地
域
住
民
の

方
々
か
ら
大
き
な
歓
声
が

挙
が
っ
た
こ
と
な
ど
、
建
設

監
督
官
た
ち
の
う
れ
し
い

思
い
出
は
尽
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
27
年
度
の
供
用
開

始
を
目
指
し
て
、
ま
さ
に
工

事
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い

る
京
奈
和
自
動
車
道・紀
北
西
道
路
。近
畿
圏

の
交
通
と
物
流
を
大
き
く
変
え
る
道
路
整
備

事
業
は
、
和
歌
山
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
と

人
々
の
笑
顔
を
目
標
に
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
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建設監督官

中村 恭介
平成4年、旧建設省に入省。紀
南工事事務所を振り出しに近畿
地方整備局管内の各地で道路
の改築、修繕工事などを担当。
平成26年から現職。

建設監督官

増田 寛四郎
平成3年、旧建設省に入省。
各地の国道事務所にて交通
安全対策事業および道路維
持修繕事業を担当。その後
耐震改修、橋梁保全事業など
を経て平成25年から現職。

建設監督官

栗間 和也
平成元年、旧建設省に入省。紀
の川ダム統合管理事務所で大
滝ダム事業他を担当。関西国
際空港（株）への出向や京都西
立体交差事業・新名神関連事
業を経て、平成26年から現職。

建設監督官

小丸 博司
平成5年、旧建設省に入省。
明石海峡大橋関連事業を始
め、各地での事業実施計画や
調査・設計、広報、道路事業
分析評価などを担当。平成
25年から現職。

P R O F I L E

紀北西道路の中でももっとも高所作業の多い7工区
の現場。赤茶色の橋脚は工事用の仮設橋で実際の
橋脚はその下の鉄筋が組まれている個所から作る。
一番高いところでは高さ約100ｍにもなる

各工区で行われた見学会の様子。6工区
（上）の見学会は周辺地域の方々を招待。
8工区（下）では小学生を招き、掘削した土
で花の苗作りも行った

8工区は一番最後の短い区間
だが山の切土が多い現場。現
場は紀ノ川 SA（写真左側）から
進入している

測量機で工事の仕
上がり高さをチェック
する栗間

7工区の現場見学会に参加した小学生た
ちから届いたお礼メッセージ。ひとつ一つ
の言葉が作業への励みになったという

栗間が作成した見学会案内のチラシ。参加しやす
いようデザインやタイトルにも工夫を凝らしている

7工区岩出IC近くの現場。観光客も多く利用することが
予想されるので、橋脚には擬石模様の型枠を用いるなど
周辺環境に配慮

県道が土で汚れていないか＋αの視点で現
場をチェックする増田。気になるところは写真
で記録していく

建設中の橋脚の基礎部分
を真上から見たところ

組まれた鉄筋を
確認する小丸

８工区

7工区



歴史美術館

春日神社

篠山市役所

観光案内所

王地山公園

丹波古陶館 能楽資料館

遊歩道

篠山城跡
（国指定史跡） 小田垣商店

（国登録文化財）

鳳鳴酒造ほろ酔い城下蔵

丹波杜氏酒造記念館

大正ロマン館

（県指定文化財）
竹林小林家長屋門

川端家住宅
（市指定文化財）

西坂家住宅
（市指定文化財）

武
家
屋
敷
安
間
家
史
料
館

旧
武
家
町
の
町
並
み

旧商家町の町並み

重要伝統的建造物群保存地区

南馬出

西
堀

東
堀

京
口
橋

監
物
橋

東
馬
出

北堀

南堀

篠山川

●武家屋敷安
あ ん ま け

間家史料館
旧安間家住宅で、内部には江戸時
代の文書や食器など篠山藩ゆかり
の資料を展示

●歴史美術館
明治24年に建てられた
日本最古の木造裁判所
を90度回転させ美術館
に改修。館内には旧法廷
の姿が残されています

●大正ロマン館
平成４年までの約70
年間篠山町役場とし
て使われた建物。売
店やレストランがあ
り観光の拠点に

庭園にある水琴窟（す
いきんくつ）。中央の黒
い石に水をかけると心
和む美しい音色が

●川端家住宅
明治前期に建築された平入町家。内
部の豪華さは伝建地区で群を抜く

●西坂家住宅
江戸時代に建築され醤油屋を営ん
でいた中二階建妻入の町家

●竹林
ボランティアにより
整備されています

●小林家長屋門
茅葺きの長屋門。城下町の武家町に
あった数少ない貴重な武家屋敷門

●旧武家町の町並み
屋敷内にはカキやクリが植えられています

●下河原町の鉾山
毎年10月の春日神社の秋の祭
りにはまちを巡行します。以前、
ここはパチンコ屋だったとか

●鳳
ほうめい

鳴酒造ほろ酔い城下蔵
1797年に創業した鳳
鳴酒造の建物。酒蔵見
学では酒造りに使って
いた古い道具や清酒
の製造工程を紹介。試
飲もできます

●丹波杜氏酒造記念館
酒造りのまちと知られる篠山。丹
波杜氏の古くからの道具や酒の
醸造を９つの過程で展示

●旧商家町の町並み
妻入町家の敷地は間口が
狭く奥行が深いの特徴

鳳鳴酒造の会長 
井階作京さん「篠
山のお酒を味わっ
てください」

まちの中どこかに
いるよ。探してね
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城
下
町
の
篠
山
城
跡
、武
家
屋
敷
や
商
家

群
か
ら
な
る
美
し
い
伝
統
的
ま
ち
な
み
。
今

も
な
お
当
時
の
面
影
が
残
る
歴
史
的
な
ま
ち

な
み
を
守
り
続
け
た
人
た
ち
の
思
い
と
、
ま

ち
づ
く
り
の
努
力
の
あ
か
し
が
あ
る
。

周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
の
中
に
あ
り
、

古
く
か
ら
京
都
と
山
陰
、
山
陽
を
結
ぶ
交
通
の

要
衝
の
地
。
徳
川
家
康
の
命
に
よ
る
天て

ん
か下
普ぶ
し
ん請

に
よ
り
篠
山
城
が
築
城
、
翌
年
か
ら
城
下
町
が

整
備
。
江
戸
時
代
を
通
し
て
篠
山
藩
５
万
石
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
た
歴
史
と
伝
統
を
今
に
伝

え
る
古
き
た
た
ず
ま
い
の
丹
波
篠
山
。

歴
史
あ
る
ま
ち
を
守
る

城
下
町
形
成
時
の
町
割
り
が
残
さ
れ
、
静

か
な
時
間
が
流
れ
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
古
民
家
、

小
さ
な
エ
リ
ア
に
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
、
小

京
都
の
雰
囲
気
。
平
成
26
年
に
都
市
景
観
大
賞

都
市
空
間
部
門
で
大
賞（
国
土
交
通
大
臣
賞
）を

受
賞
し
た
篠
山
城
下
町
地
区
。
城
跡
を
中
心
に

東
西
約
１
５
０
０ｍ
、
南
北
約
６
０
０ｍ
の「
篠

山
市
篠
山
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
※
１（
以

下
、「
伝
建
地
区
」）」が
あ
る
。
河か

わ
ら
ま
ち

原
町
と
小
川

町
の
東
西
７
０
０ｍ
の
通
り
沿
い
の
両
側
は
主
に

妻つ
ま
い
り入
の
中ち
ゅ
う
に
か
い
だ
て

二
階
建
の
主お
も
や屋
が
建
ち
並
び
、
窓
は

出で

格ご
う
し子
や
ム
シ
コ
窓
、
表
構
え
は
大お
お
ど戸
や
格
子

を
基
調
と
し
た
旧
商
家
町
。
時
代
劇
の
世
界
に

入
り
込
む
よ
う
な
感
じ
に
包
ま
れ
る
。黒
岡
川
を

境
に
、
篠
山
城
跡
の
周
囲
に
広
が
る
西
新
町
と

南
新
町
、
東
新
町
が
あ
る
旧
武
家
町
。
御お

か
ち
徒
士

町ま
ち
通ど
お
り
に
は
土ど
べ
い塀
と
棟む
な
も
ん門
、
茅か
や
ぶ
き葺
の
主
屋
が
建

ち
、
武
家
屋
敷
の
た
た
ず
ま
い
が
伝
わ
る
。

篠
山
城
下
町
は
昭
和
30
年
代
以
降
に
無
住

家
屋
が
増
え
、
建
物
の
取
り
壊
し
で
ま
ち
な
み

を
存
続
で
き
な
い
可
能
性
が
高
く
な
り
、特
に
伝

建
地
区
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
建
築

さ
れ
た
建
物
が
多
く
、
老
朽
化
に
よ
る
傷
み
な

ど
が
多
く
ま
ち
な
み
保
存
が
緊
急
の
課
題
と
な

り
、
昭
和
40
年
代
か
ら
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ

た
。
城
跡
の
石
垣
修
理
事
業
を
始
め
に
、
道
路

整
備
、
道
路
美
装
化
、
電
線
類
地
中
化
な
ど
が

進
め
ら
れ
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度

導
入
の
取
り
組
み
を
目
指
す
も
の
の
、当
初
は
な

か
な
か
地
域
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、２
度
見
送
り

に
な
る
。
平
成
11
年
の
篠
山
市
誕
生
を
き
っ
か
け

に
３
度
目
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
導

堂々とした石垣が往時を偲ばせる篠山城跡

篠山市篠山伝統的建造物群保存地区

入
に
か
け
る
住
民
の
情
熱
と
献
身
的
な
努
力
に

よ
り
平
成
15
年
に「
篠
山
市
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
保
存
条
例
」が
制
定
。
平
成
16
年「
伝

建
地
区
」を
指
定
、
同
年
に
国
の「
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
※
２
」に
選
定
。翌
年
か
ら
伝

建
地
区
の
保
存
修
理
事
業
が
始
ま
り
歴
史
的
な

ま
ち
な
み
が
さ
ら
に
美
し
く
な
って
い
く
。

篠
山
城
下
町
全
域
は
平
成
５
年
に
県
条
例

に
よ
る「
歴
史
的
景
観
形
成
地
区
」に
、
平
成
23

年
に
は
景
観
法
に
基
づ
く
篠
山
市
景
観
条
例
に

よ
り「
歴
史
地
区
」に
指
定
さ
れ
、
伝
建
地
区
を

含
む
城
下
町
全
域
の
景
観
保
全
・
形
成
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

今
あ
る
姿
を
残
す
た
め
に

伝
建
地
区
の
ま
ち
な
み
を
守
る
た
め
に
住
民
、

専
門
家
や
篠
山
市
で
三
者
連
携
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。

伝
建
地
区
指
定
を
機
に
ま
ち
な
み
景
観

保
存
、住
環
境
整
備
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
的
に
平
成
16
年
９
月
に
結
成
さ
れ

た
の
が「
篠
山
ま
ち
な
み
保
存
会
」（
以
下
、

「
保
存
会
」）。
以
降
、
保
存
会
役
員
、
建

築
士
、
篠
山
市
職
員
が
出
席
し
毎
月
１
回

開
催
さ
れ
る
定
例
役
員
会
で
は
、
特
定
候

補
の
検
討
、
修
理
工
事
対
象
物
件
の
選
定
、

工
事
の
進
捗
管
理
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
。
ほ
か
に
修
理
見
学
会
、視
察
研
修
な
ど

※1　伝統的建造物群保存地区……伝統的建造物群及びこれと一体をなしてその価値を形成している環境を保存するため、市町村が都市計画又は条例で
定める地区

※2　重要伝統的建造物群保存地区……伝統的建造物群保存地区の区域の全部又は一部で、我が国にとって価値が高いものとして文部科学大臣が選定

兵庫県篠
ささや ま

山市
し

第28回

兵庫県

篠山市
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道

  
路

播
磨
自
動
車
道

勉
強
会
を
開
催
し
て
お
り
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
小
林
会
長
は「
毎
年
、修
理
工
事
の
要

望
は
多
い
が
、で
き
る
の
は
年
に
数
件
で
順
番
を

決
め
る
の
が
難
し
い
も
の
の
、み
ん
な
の
ま
ち
を

大
切
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
う
れ
し
い
。復

元
で
は
な
く
、今
あ
る
ま
ち
の
姿
を
残
す
た
め
に

活
動
し
て
い
る
」

保
存
会
登
録
建
築
士
で
兵
庫
県
ヘ
リ
テ
ー
ジ

―
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
河
南
誠
さ
ん
は
、「
古
民
家
の

修
理
は
新
し
す
ぎ
て
も
古
す
ぎ
て
も
ダ
メ
で
境

目
が
難
し
い
が
、
古
民
家
は
一
般
住
宅
と
は
違

い
空
間
の
広
が
り
と
、
外
観
の
デ
ザ
イ
ン
の
統

一
感
の
あ
る
と
こ
ろ
が
い
い
」、
酒
井
吉
一
さ
ん

は「
伝
建
地
区
は
ま
ち
な
み
を
残
す
た
め
に
い
ろ

い
ろ
な
ル
ー
ル
が
あ
る
。
み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守

り
な
が
ら
、こ
の
ま
ち
な
み
を
大
切
に
し
て
残
し

て
い
き
た
い
」と
話
す
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
町
な
み
屋
な
み
研
究
所
」が
主

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が「
古
民
家
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
町
家
が
解
体
さ
れ
ま
ち
な

み
が
壊
れ
る
の
を
食
い
止
め
た
い
思
い
か
ら
設

立
。理
事
の
才
本
謙
二
さ
ん
は「
市
民
主
導
の
古

民
家
再
生
は
、
専
門
家
の
指
導
の
も
と
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
作
業
。
時
間
が
か
か
り
年
に
１
、２

件
し
か
で
き
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
生

み
大
変
や
り
が
い
が
あ
る
」と
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

作
業
は
月
２
回
で
解
体
や
塗
装
な
ど
。
プ
ロ
に

よ
る
裏
技
が
伝
授
で
き
る
と
リ
ピ
ー
ト
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
。
再
生
し
た
古
民
家
は
店
舗
な

ど
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
ま
た
、
西
新
町
や
南
新

町
で
繁
茂
し
た
竹
林
も
自
治
会
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
作
業
に
よ
り
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

近
年
は
、
市
民
主
体
に
よ
る「
丹
波
篠
山・ま

ち
な
み
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
で
ま
ち
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
伝

建
地
区
指
定
か
ら
10
年
の
今
で
も
地
区
住
民
の

ま
ち
な
み
保
存
の
意
識
は
高
い
と
い
う
。
小
林

会
長
は「
み
ん
な
の
協
力
に
よ
り
ま
ち
な
み
が

年
々
美
し
く
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
今
は
ま
だ
大
丈
夫
だ
が
、

次
の
次
の
世
代
に
な
る
と
篠
山
が
自
分
の
故
郷

と
い
う
人
が
減
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ

う
な
る
と
こ
の
ま
ち
な
み
を
残
し
て
い
こ
う
と

い
う
意
識
が
薄
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
先
の
話
だ
が
み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
」と
話
す
。

歴
史
・
文
化
・
食
と
魅
力
が
いっ
ぱ
い

四
季
を
通
し
て
城
下
町
で
行
わ
れ
る
行
事
。

春
日
神
社
の
秋
の
祭
礼
は
４
基
の
神
輿
、
９
基

の
鉾
山
が
城
下
町
を
巡
行
す
る
様
子
は
祇
園
祭

を
思
わ
せ
る
。
古
民
家
を
利
用
し
た
お
洒
落
な

カ
フ
ェ
や
雑
貨
店
が
増
え
、
情
緒
あ
る
城
下
町

を
歩
き
な
が
ら
篠
山
の
歴
史
・
文
化
そ
し
て
買

い
物
が
楽
し
め
る
と
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注

目
さ
れ
、
篠
山
市
を
訪
れ
る
人
が
増
え
、
兵
庫

県
で
も
有
数
の
観
光
地
の
一
つ
に
。
観
光
案
内

所
で
は「
さ
さ
や
ま
聴
き
旅
」が
借
り
ら
れ
、
専

用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
説
明
ボ
ー
ド
に
近
づ
け
る

と
音
声
が
流
れ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
し
で
気
軽
に

散
策
で
き
、「
ま
ち
な
か
観
光
案
内
所
」の
看
板

が
あ
る
店
舗
な
ど
で
は
篠
山
の
観
光
情
報
を
教

え
て
く
れ
る
。

丹
波
黒
大
豆
、
栗
、
山
の
芋
、
ぼ
た
ん
鍋
な

ど
篠
山
の
大
地
の
恵
み
の
特
産
物
も
あ
る
。

小
さ
い
な
が
ら
魅
力
が

ギ
ュッ
と
詰
め
込
ま
れ
た
ま
ち
。

こ
の
機
会
に
篠
山
市
を
訪
れ

て
み
て
は
。

豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
豊
岡
市
と
丹
波
市
を
結
ぶ
延

長
約
70
㎞
の
国
道
４
８
３
号
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
春
日
か
ら
八よ

う
か鹿
氷ひ
ょ
う
の
せ
ん

ノ
山
間
が
開
通

し
て
お
り
、
引
き
続
き
豊
岡
ま
で
の
区
間
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
の
台
風
23
号
で
は
、
主
要
道
路
が
土
砂
崩
れ
や
路
面
冠
水

に
よ
り
多
く
の
場
所
で
通
行
止
め
と
な
り
、
緊
急
物
資
や
救
急
医
療
活

動
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し
ま
し
た
。

全
面
開
通
後
は
、
災
害
時
の
代
替
路
と
し
て
機
能
し
、
地
域
間
の

移
動
や
災
害
支
援
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
ま
た
、
豪
雪
地
帯
で
も
あ
る

但
馬
地
域
の
冬
期
の
日
常
生
活
を
支
え
、
広
域
高
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
こ
と
に
よ
り
京
阪
神
圏
へ
の

所
要
時
間
が
短
縮
し
、
生
鮮
食
品
の
鮮
度
保
持
・
品

質
向
上
、
温
泉
や
ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
便
利
と
な
り
、
観
光
産
業
の
活
性
化
が
期
待
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
救
急
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
強

化
さ
れ
、
地
域
住
民
の
生
命
を
守
る「
命
の
道
」と
し

て
活
用
さ
れ
る
な
ど
、
全
面
開
通
は
但

馬
地
域
の
悲
願
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

但
馬
は
、
最
近
話
題
の
天
空
の
城
・

竹
田
城
、
名
湯
で
知
ら
れ
る
城
崎
温

泉
、
四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
や
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
な
ど
の
お
い
し
い
食
べ
物
が
豊

富
で
す
。
豊
岡
市
で
は「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と

の
共
生
」を
進
め
て
お
り
、
天
然
記
念
物
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。近
く
な
っ
た
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
但
馬
に
会

い
に
き
て
く
だ
さ
い
。
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都市景観大賞
「都市空間部門」

　都市景観大賞「都市空間部門」
は、良好な都市景観を生み出す優
れた事例を選定し、その実現に貢
献した関係者を顕彰し、広く一般に
公開することにより、より良い都市
景観の形成を目指すものです。「篠
山城下町地区」は平成26年度に大
賞（国土交通大臣賞）を受賞。

魅力いっぱいの但馬にお越しください

全国各地で働く
国土交通省職員が

地元を紹介！

ハチ北高原
スキー場

左上からNPO 町なみ屋なみ研究所 才本謙二
さん、教育委員会社会教育・文化財課 成田雅
俊さん、左下から篠山まちなみ保存会 副会長小
林宗平さん、会長小林一三さん、保存会登録
建築士 河南誠さん、酒井吉一さん

Reporter
近畿地方整備局

豊岡河川国道事務所
調査第二課長

東岡 正樹

＜北近畿豊岡自動車道＞ ＜その他の道路＞

調査中 調査中

湯村温泉

城崎温泉

豊岡市日高町浅倉地区

養父（やぶ）市八鹿町九鹿地区

津居山漁港（ズワイガニ漁）

但馬地域へ
つながる工事が

進行中です

おいしいものと見どころがたく
さんの篠山へ遊びに来てね

岩茶房丹波ことり…武家
屋敷を改装。深い香りが楽
しめる岩茶専門店

栄亀堂…心地よくゆっくり
とした時間が流れる素敵な
カフェ

ジャスミンティマ…庭を眺
めながら落ち着いた雰囲気
で食事を

城下町の古民家カフェ



航海訓練をとおして、知識と実
践力を備え、かつ海技従事者と
して要求される資質を兼ね備え

た優秀な人材を育成し、地球環境の保全と社会の発展に寄与する技術研究を
行い、国内外の海上輸送の安全と安定に貢献する機関です。

■ 大海原で活躍する「船員」
　四方を海に囲まれた日本は、荷物や物資などの99.7％
が船により運搬されており、私たちの暮らしや経済を支え
物流の要として多方面で活躍しているのが船の運航を担
う船員です。
　航海訓練所では、世界最大級の帆船日本丸、海王丸、
ディーゼル機関を備えた大成丸、銀河丸、青雲丸の５隻
の練習船で航海訓練を行います。その対象は、将来客船
やタンカー、フェリーなどの船長、機関長を目指し、商船
系大学や高等専門学校、独立行政法人海技教育機構で
学ぶ学生です。
　練習船実習をとおし、船員として求められる資質、知
識および技能を兼ね備えた優秀な人材を育成し、国内外
の海上輸送の安全と安定を目指しています。船員は世界
および日本各地の風景を見られる素晴らしい夢のある職
業です。

■ こんな訓練や教育を行っています
　練習船では、船員に必要とされる応用実践力と高度な
知識技能の修得、指導性や行動習慣の体得を目的とし、
長期間の共同作業や生活を通し、責任感、精神力、協調
性を養います。また、国際航海に従事するための教育も
行っており、船橋および機関室では作業コミュニケーショ
ンの英語化を取り入れ、生きた英語に触れることにより実
践的コミュニケーションを学ぶ海事英語訓練を実施してい
ます。
　練習船日本丸での訓練の一日。毎朝6:30に起床。甲
板に海水をまいてヤシの実のタワシで磨きます。真冬は裸
足で冷たくてもがまん。朝食後、午前中に航海系では錨
を揚げて船を走らせ、計画した場所に錨を打つ訓練。機
関系では船を走らせるためのエンジン始動訓練。午後か
ら全員がマストに登って作業。高いところで海面から約
50m。初めは怖いけど訓練を重ね安全に気を配り、全員
一致で協力して帆を広げます。
　船を動かすにはチームワークが大切。厳しい訓練の合
間に仲間との交流を深めながら船内生活を送ります。

〒231-0003　神奈川県横浜市中区北仲通5-57 横浜第二合同庁舎20階 
TEL：045-211-7302（代表）  FAX：045-212-0006
ホームページ http://www.kohkun.go.jp

FILE 04

将来の船長や機関長を育てています！ 

航海訓練所

人“財”虎の穴 社会を支える
専門家の養成機関
を紹介するぞ

　練習船があなたの近くの港に停泊してい
るかも。停泊期間中は一般公開し、普段見ら
れない船内を見学できるチャンスが。船員を
目指す実習生が案内にあたり日々の生活な
どの様子を聞くことができます。詳しくはホー
ムページのイベント情報をご覧ください。

イベント情報

航海科実習（帆船訓練）

一般公開の様子

機関科実習（主機ピストン抜き出し
整備）

渡邉　兼人
航海訓練所　教育部企画研究課

どんな人が

  教えているの？

将来活躍が期待される学生たち 練習船日本丸出港の様子

National Institute for Sea Training

実習生の乗船から下船するまでのプ
ロセスをとおして、将来、船長や機
関長などとして世界や日本全国の海
で活躍している姿を見られるが楽し
みです。

わたなべ　   かねひと
航海科教官

せんきょう

いかり
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　新幹線は世界のトップランナーとして、自他ともに認める高
性能と実績に裏づけされた優れた鉄道システムです。新幹線
に対する留学生の関心は極めて強いのですが、自国では個々
の技術面や駅周辺の都市計画など新幹線システム全体を幅広
く見渡す総合的な教育研修体制は残念ながら確立されておら
ず、そのニーズは非常に高くなっています。一方、わが国で学
習した留学生は、学位取得後は出身国や国際機関などでいず
れ指導的立場になるということを見込み、将来のリーダーたち
が、在学中に新幹線に関する質の高い充実したセミナーを受
けておくことは、本人たちや出身国はもとより、わが国のイン

フラ海外展開戦略上も極めて意義が高いと考えられます。
　そのため、東京大学と政策研究大学院大学は9月2日～4日
に「Shinkansen Summer Seminar for International 
Students（3SIS） 2014」を開催し、15の国・地域からの留学
生など31名が参加。セミナーでは、共催企業であるＪＲ東海の
葛西名誉会長やＪＲ東日本の小縣副会長の講演をはじめ、さま
ざまな分野の第一人者たちによる計11コマの講義、JR東海浜
松工場、リニア・鉄道館や総合研修センターの見学も行われま
した。来年度は、“都市鉄道”をテーマに留学生セミナーを開
催する予定です。

国土交通省
特  別  編

将来のリーダーとなる留学生へ“新幹線システム”をアピール！

リニア・鉄道館見学

ＪＲ東日本小縣副会長による講義

JR東海浜松工場見学

東北大学 災害科学国際研究所（奥村研究室）
ティルトム・フセイン氏（トルコ出身）

　新幹線サマーセミナーでは、新幹線の技術、運
行システム、メンテナンス、超電導リニアなどにつ
いて幅広く学ぶことができ、大変有益でした。新
幹線は世界で最も優れた高速鉄道だと思います。
このセミナーに参加して、新幹線の安全性、定時
性などがどのように保たれているのかなど、新幹
線システムに関する理解を深めることができました。
このセミナーを企画していただいた関係者の皆さ
まに感謝申し上げます。

セミナー参加者の感想

ＪＲ東海葛西名誉会長による講義

お  がた

セミナー実行委員長の家田仁教授（東京
大学・政策研究大学院大学）とフセイン氏



information

http://www.mlit.go.jp/jidosha/tragirl/

自動車局貨物課
TEL：03-5253-8111（内線41323）

お問い合わせ

検 索検 索トラガール

女性トラックドライバーの活躍を応援する
「トラガール促進プロジェクトサイト」を開設しました！

　トラック運送業界における女性の活躍を促進するため、
女性トラックドライバーを「トラガール」と名付け、さまざ
まな取り組みを行っています。
　９月には、自動車局ホームページ内に「トラガール促
進プロジェクトサイト」を立ち上げました。同サイトでは、
現役トラガールとその経営者のインタビューほか、トラ
ガールになるための方法や各界からの応援メッセージな

http://www.jma.go.jp/jma/press/1410/03b/20141003_tokyo_rojo.html

検 索検 索地上観測地点　東京

東京管区気象台総務部業務課
TEL：03-3212-8341（内線5542）

お問い合わせ

02

「東京」の気象観測を行う地点が変わります！03

取材の日、台風の上陸が予想され早めに新幹線に。しかし、品川駅でおよそ6時間停車。自由席なことも
あり外の様子は把握できなかった。運転再開後徐行の沿線は、田は水につかり、渡る川はみな濁流に驚
愕した。富士川鉄橋は最徐行で渡った。台風一過の富士はかつて見たことのない美しいものだった。その
日の夕方には目的地に無事到着。安全安心の鉄道の旅。（Ｋ）

01

土地・建設産業局 建設市場整備課
TEL：03-5253-8283  FAX：03-5253-1555

お問い合わせ

高校生の作文コンクール&「私たちの主張」～未来を創造する建設業～
入賞者決定！

どを掲載しています。ぜひご
覧ください！

　平成26年12月2日、気象庁では「東京」の気象観測
を行う地点を、気象庁本庁舎敷地内（千代田区大手町）
から、およそ900メートル離れた北の丸公園内（千代田
区北の丸公園）へ移転する予定です。移転後は、この
新しい地点での気温などの観測値が、「東京の観測値」
として発表されます。

　国土交通省と建設産業人材確保・育成推進協議会は、
建設業へ関心を抱いていただくため、建設業で活躍す
る自分の姿や、自分の作りたい建物などに対する「夢」
や「憧れ」などについての『高校生の作文コンクール』お
よび建設業で働く方の仕事を選んだ動機、これから就
職しようとする若者へのメッセージの『私たちの主張』を
実施しており、平成26年度入賞者が決定しました。

北の丸公園の新しい観測施設

高校生の作文コンクール 
～「建設業の未来」を担う高校生の君たちへ～

●国土交通大臣賞（２作品）
　葛城 圭巳汰 静岡県立沼津工業高等学校（３年）
　矢野 龍太 長崎県立鹿町工業高等学校（２年）
●土地・建設産業局長賞（３作品） ●佳作（１０作品）

「 私 た ち の 主 張 」
～未来を創造する建設業～

●国土交通大臣賞（２作品）
　菅 真也 沼田建設株式会社（山形県）
　西久保 信輔 松尾建設株式会社（佐賀県）
●土地・建設産業局長賞（３作品） ●佳作（１０作品）

　入賞作品は以下のホームページで公表しております。

「建設現場へGO！」　http://genba-go.jp/

（一財）建設業振興基金のホームページ「建設のしごと」
http://www.yoi-kensetsu.com/shigoto/index.html

温度計・湿度計

雨量計

積雪計

どまんなかたぬま

■ 所在地 ： 栃木県佐野市吉水町366-2
■ TEL ： 0283-61-0077　　■ FAX ： 0283-61-0080
■ HP ： http://domannaka.co.jp/

DATA

■ 所在地 ： 福岡県田川郡大任町大字今任原1339
■ TEL ： 0947-63-4430　　■ FAX ： 0947-63-4431
■ HP ： http://www.town.oto.fukuoka.jp/info/prev.asp?fol_id=1745

DATA

※それぞれの道の駅の営業時間・定休日はホームページにてご確認ください。

11月1日、道の駅「どまんなかた
ぬま」の冬の風物詩であるイルミ
ネーション点灯式が行われました。
佐野市ブランドキャラクターのさの
まるがステージに上がりスイッチを
押すと、10万球を超える色鮮やか
なイルミネーションが輝き、会場か
ら大きな拍手が沸き起こりました。
5mのシンボルツリーや子ども目線で配置されたキャラクターな
どが夜のガーデンを彩ります。レストランで食事をしながら眺め
ることもでき、それはそれはロマンチック。
ユニークな駅名は佐野市の田沼地区に日本列島の中心地が
あるからです。毎朝採れたての新鮮地元野菜を販売している農
産物直売所や無料の足湯もあります。名物の佐野ラーメンやい
もフライもご賞味ください。1年を通してイベントも盛りだくさん。
みんなが楽しめる「満点ステーション」に出かけてみませんか。

おおとう桜街道
豪華なイルミネーションは年々

そのスケールを増し、今年は45万
個のLEDが冬の夜の空間をキラキ
ラと輝かせます。あふれる光に思
わず“感動”の一言。露天風呂に
もイルミネーションがあるので、光
と冷たい空気に包まれたあとは、
体を温めながら眺めるのもまた特
別な楽しみ方。
三つの施設があり、「もみじ館」ではクリスタルピアノの演奏が
お出迎え。桜ともみじの陶板など癒しの空間が広がります。「さく
ら館」は温泉施設で、家族風呂や釜風呂、九州では医療機関し
か扱いのない薬石湯などが利用できます。「子ども広場」には子
どもたちが一日中飽きずに過ごせる遊具がたくさん！家族連れに
大人気の道の駅です。なんと言っても優美な“1億円トイレ”を是
非ご自身の目でお確かめください！

　農産物直売所には、地元産の新鮮な
野菜類や、おすすめの物産品が充実。
自慢の本格中華料理店「花と華」をはじ
め、和洋食レストラン、手づくりジェラー

ト、たい焼き・たこ焼きの店、焼きそば・豚まんの店、手づ

くりパンなどおいしいお店がたくさんございます。

篠原 敏秀 さん

駅長に聞きました！

　親子三世代が一日ゆっくりと楽しめる
施設で、物産館には直売所や1億円トイ
レ、フードコート、露天風呂や薬石浴を
備えた温泉施設に、子どもが喜ぶ親子

ふれあい広場もあります。LED球を45万球使用したイルミ

ネーションは美しさと感動を与えてくれます。ご家族や友人

と遊びに来てください。

梅林 英三 さん

支配人に聞きました！

栃木県

福岡県

322

322

道の駅
「おおとう桜街道」

456

454

455

20441

52

52

67

勾金駅
上伊田駅

田川伊田駅

JR日田彦山線

平成筑豊田川線

彦
山
川

イルミネーションにときめく
vol.17道の駅

点灯期間 ： 2014年11月1日～2015年2月28日
点灯時間 ： 日没～24時

点灯期間 ： 11月下旬～翌年1月末まで（予定）
点灯時間 ： 17時30分～22時30分（予定）

道の駅
「どまんなかたぬま」

２９３

１６
115

144

吉水駅

田沼駅

佐野田沼 IC 北関東自動車道

東
武
佐
野
線

至佐野

至足利

佐野市

旗
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秋
山
川
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